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袖
ケ
浦
市
は
６
月
25
日
、
２
０
２

１
年
度
建
設
工
事
表
彰
式
を
市
役
所

３
階
市
長
室
で
執
り
行
い
、
㈱
シ
バ

サ
キ
建
設
と
増
栄
産
業
㈱
の
栄
誉
を

た
た
え
た
。
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
粕

谷
智
浩
市
長
は
「
21
年
度
は
市
制
施

行
か
ら
30
年
と
い
う
節
目
の
年
。
両

社
に
施
工
し
て
い
た
だ
い
た
工
事

は
、市
の
発
展
の
象
徴
と
も
い
え
る
、

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区
の
開
発
に
寄
与

す
る
も
の
。
今
後
と
も
、
市
政
発
展

の
た
め
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

■ 

工
事
概
要　

南
袖
工
業
地
区

と
袖
ケ
浦
駅
海
側
特
定
土
地

区
画
整
理
地
を
結
ぶ
都
市
計

画
道
路
高
須
箕
和
田
線
整
備

事
業
の
う
ち
、
浮
戸
川
に
架

か
る
橋
梁
の
下
部
工
事
。

　

▽
橋
台
躯
体
工
２
基

　

▽�

場
所
打
ち
コ
ン
ク
リ
ー
ト

基
礎
工（
Ａ
１
側
＝
10
本
、

37
・
５
ｍ
、
Ａ
２
側
＝
12

本
、
38
・
５
ｍ
）

　

▽
仮
設
工
一
式

■ 

工
事
概
要　

袖
ケ
浦
駅
海

側
特
定
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
う
近
隣
公
園
の
整

備
。

　

▽�

基
盤
整
備
工
（
土
工
）

６
４
８
８
㎡

　

▽�

植
栽
工
＝
高
木
34
本
、

中
木
９
本
、
低
木
３
４

９
６
株
、
地
被
類
３
４

９
３
鉢
、
張
芝
６
３
６

６
・
１
㎡

市制30年の節目に
シ
バ
サ
キ
と
増
栄
が
受
賞
の
栄

株
式
会
社 

シ
バ
サ
キ
建
設

増
栄
産
業 

株
式
会
社

橋
梁
下
部
工
事（
都
市
計
画
道
路
高
須

箕
和
田
線（
南
袖
延
伸
））

袖
ケ
浦
駅
海
側
地
区

近
隣
公
園
整
備
工
事
そ
の
３

　
シ
バ
サ
キ
建
設
様
、
増
栄
産
業
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
ご
理
解
と
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
優
秀
建
設
工
事
を
受
賞
さ
れ
た
２
件

に
つ
い
て
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
成

績
で
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
表
彰
は
、
今
回
で
３
回
目
と
な

り
ま
す
。
21
年
度
は
、
市
制
施
行
か
ら

30
年
と
い
う
月
日
が
経
過
し
た
年
で
あ

り
、
市
の
こ
れ
ま
で
の
発
展
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
発
展
の
節
目
と
な
る
も
の

で
す
。
両
社
に
施
工
し
て
い
た
だ
い
た

工
事
は
、
そ
の
象
徴
と
も
い
え
る
、
袖

ケ
浦
駅
海
側
地
区
の
開
発
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
政
発
展
の
た
め
に
、
ご
協

力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
シ
バ
サ
キ
建
設
様
、
増
栄
産
業
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
日
は
ご
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

粕
谷
智
浩
市
長

あいさつ

述
べ
、
引
き
続
き
の

協
力
を
要
請
し
た
。

　
表
彰
は
、
市
内
の

建
設
業
者
の
意
欲
を

増
進
さ
せ
、
施
工
技

術
の
向
上
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て

18
年
４
月
に
創
設
さ

れ
、
今
回
で
３
回
目

と
な
る
。

　「
優
秀
建
設
工
事
」

の
対
象
は
、
昨
年
度

に
完
成
し
た
設
計
金

額
５
０
０
万
円
以
上

か
つ
成
績
評
定
点
80

点
以
上
の
工
事
。
た

だ
し
、
表
彰
対
象
年

度
に
お
い
て
該
当
工

事
が
な
い
場
合
に

は
、
成
績
評
定
点
75

点
以
上
の
工
事
の
う

ち
、第
１
順
位
を「
優

良
建
設
工
事
」
と
し

て
表
彰
す
る
。

21
年
度 

袖
ケ
浦
市

建
設
工
事
表
彰
式

優秀建設工事

■
現
場
代
理
人　

竹
谷
亮
志
氏

■
工
事
場
所　

奈
良
輪
地
先

■
契
約
金
額　

２
億
７
１
１
５
万
円

■
工
期　

２
０
１
９
年
６
月
26
日
～
20
年
５
月
11
日

■ 受賞理由　市において近年にない規模の杭工事であり、掘削
孔が深いため、ケーシングの引き抜きが困難な状況も予測さ
れたが、適正な施工管理により適切に終わらせた。安全対策
についても、木更津労働基準監督署による合同パトロールに
おいて指摘事項もなく、約11か月にわたる工期の中、労働災
害ゼロで工事を完了させた。騒音や飛砂に伴う近隣住人への
対応も素早く迅速であり、他の工事の模範になるものだった。

■
現
場
代
理
人　

高
木
勝
央
氏

■
工
事
場
所　

袖
ケ
浦
駅
前
１
―
28
―
１

■
契
約
金
額　
４
２
５
０
万
７
３
０
０
円

■
工
期　

２
０
２
０
年
10
月
１
日
～
21
年
３
月
15
日

■ 受賞理由　公園内の他工事４件との調整が多く、施工日や施
工箇所が制限される中、関係法令や各種基準を順守しながら
良好な施工管理の下、現場を完了させた。工事に伴う騒音や
飛砂について、近隣住民への対応も迅速かつ正確であった。
創意工夫においては、公園利用者に植木に対して親しみをも
ってもらえるよう、各樹木に樹名板を設置し、イメージアッ
プに積極的に努め、他の工事の模範となるものだった。

児
童
相
談
所
２
か
所
新
設

本
年
度
に
基
本
設
計
着
手

県健康福祉部
児童家庭課

　
基
本
設
計
等
業
務
委
託
で

は
、
建
築
・
電
気
設
備
・
機
械

設
備
の
基
本
設
計
と
、
地
質
調

査
を
予
定
。
基
本
設
計
等
の
発

注
業
務
は
県
土
整
備
部
営
繕
課

に
委
託
す
る
見
通
し
。

　
印
旛
郡
市
を
所
管
す
る
児
童

相
談
所
に
つ
い
て
は
、
印
西
市

牧
の
原
地
先
の
県
企
業
局
の
所

有
地
を
建
設
予
定
地
と
す
る
。

敷
地
の
全
体
面
積
約
２
万
７
０

０
０
㎡
の
う
ち
、
約
７
０
０
０

㎡
を
使
用
。

　
松
戸
市
・
鎌
ケ
谷
市
を
所
管

す
る
児
童
相
談
所
は
、
松
戸
市

高
塚
新
田
地
先
の
松
戸
市
有
地

が
建
設
予
定
地
と
な
っ
て
い

る
。
敷
地
の
全
体
面
積
約
１
万

６
０
０
０
㎡
の
う
ち
、
約
７
０

０
０
㎡
を
使
用
す
る
。

　
建
設
予
定
地
に
関
し
て
は
、

児
童
相
談
所
の
持
つ
市
町
村
援

助
機
能
や
相
談
機
能
、
一
時
保

護
所
機
能
な
ど
の
役
割
を
踏
ま

え
、
未
利
用
の
公
有
地
の
活
用

を
基
本
に
、
交
通
機
関
等
の
利

便
性
や
周
辺
環
境
等
の
諸
条
件

を
勘
案
し
て
選
定
し
た
。

　
21
年
度
に
敷
地
測
量
等
を
実

施
し
、
21
〜
22
年
に
度
基
本
設

計
、
22
〜
23
年
度
に
実
施
設
計

を
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
24
年

度
に
着
工
し
、
24
〜
25
年
度
に

　
県
健
康
福
祉
部
児
童
家
庭
課
は
、
児
童
虐
待
対
応
件
数
お
よ
び
一

時
保
護
児
童
数
の
増
加
に
伴
い
、
一
時
保
護
所
の
定
員
超
過
状
況
の

改
善
と
管
轄
規
模
の
適
正
化
に
向
け
、
印
旛
郡
市
と
松
戸
市
・
鎌
ケ

谷
市
を
管
轄
す
る
児
童
相
談
所
２
か
所
を
新
設
す
る
。
２
０
２
１
年

度
に
建
設
予
定
地
の
敷
地
測
量
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
基
本
設
計

等
に
着
手
す
る
。
６
月
補
正
予
算
案
に
お
い
て
、
敷
地
測
量
７
３
７

万
円
、
土
壌
調
査
（
地
歴
調
査
）
４
１
５
万
８
０
０
０
円
を
計
上
す

る
と
と
も
に
、
基
本
設
計
等
業
務
委
託
に
限
度
額
１
億
１
０
０
万
円

の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。

印
旛
郡
市
、松
戸
・
鎌
ケ
谷
市
所
管

工
事
を
進
め
、
26
年
度
の
開
設

を
目
指
す
。

　
施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
▽

安
心
で
安
全
な
利
用
環
境
の
確

保
▽
一
時
保
護
環
境
の
充
実
▽

職
員
の
執
務
環
境
の
向
上

―

を
実
現
。

　
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
や
家

族
等
の
相
談
者
が
、
安
心
で
安

全
な
環
境
の
下
で
気
軽
に
相
談

等
が
で
き
る
よ
う
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト

に
す
る
と
と
も
に
、
相
談
者
の

声
が
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
配

慮
し
た
構
造
と
す
る
。

　
ま
た
、
居
室
等
は
職
員
が
行

き
届
い
た
見
守
り
が
で
き
る
配

置
と
し
、
小
学
生
以
上
の
個
室

化
を
基
本
と
す
る
。

　
職
員
の
執
務
環
境
に
つ
い
て

は
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
こ
と

の
少
な
い
執
務
環
境
を
整
備

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
研
修

が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
。

　
印
旛
郡
市
を
所
管
す
る
児
童

相
談
所
は
、
こ
れ
ま
で
中
央
児

童
相
談
所
が
管
轄
し
て
い
た
12

市
町
の
う
ち
、
成
田
市
、
佐
倉

市
、
四
街
道
市
、
八
街
市
、
印

西
市
、白
井
市
、富
里
市
、酒
々

井
町
、
栄
町
を
管
轄
す
る
。
松

戸
市
・
鎌
ケ
谷
市
を
所
管
す
る

児
童
相
談
所
は
、
市
川
児
童
相

談
所
が
管
轄
し
て
い
た
鎌
ケ
谷

市
と
、
柏
児
童
相
談
所
が
管
轄

し
て
い
た
松
戸
市
を
管
轄
す
る
。

　
君
津
市
企
画
政
策
部
企
画
課

は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
新
総
合
計
画
に
お
け

る
基
本
構
想
の
素
案
を
ま
と
め

た
。
計
画
期
間
は
30
年
度
ま
で

の
９
年
間
。将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

将
来
都
市
像
を
「
ひ
と
が
輝
き

　
幸
せ
つ
な
ぐ
　
き
み
つ
」
と

し
、
30
年
に
お
け
る
人
口
フ
レ

ー
ム
を
７
万
７
０
０
０
人
に
設

定
し
た
。
素
案
に
対
す
る
意
見

募
集
を
28
日
ま
で
実
施
。
意
見

を
取
り
入
れ
た
最
終
案
を
ま
と

め
、総
合
建
設
審
議
会
に
諮
問
。

審
議
会
の
答
申
を
経
て
、
市
議

会
の
承
認
を
受
け
て
決
定
す
る
。

　
構
想
は
▽
行
動
姿
勢
▽
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
▽
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

実
現
す
る
た
め
の
柱
と
将
来
の

姿
▽
将
来
デ
ザ
イ
ン

―
で
構

成
す
る
。

　
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る

た
め
の
柱
と
し
て
▽
経
済
と
環

境
が
調
和
し
た
ま
ち
（
経
済
、

環
境
）
▽
誰
も
が
い
き
い
き
と

生
活
で
き
る
地
域
共
生
の
ま
ち

（
健
康
、
福
祉
）
▽
安
心
し
て

子
育
て
・
子
育
ち
で
き
、
学
び

を
楽
し
め
る
ま
ち
（
子
育
て
、

教
育
、
文
化
）
▽
快
適
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
（
安
全
安

心
、
都
市
基
盤
）
▽
と
も
に
創

る
次
世
代
に
つ
な
が
る
ま
ち

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
人
権
、

行
財
政
）

―
の
５
分
野
を
掲

げ
、
分
野
ご
と
に
将
来
の
姿
を

示
し
た
。

　
将
来
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て

は
、
新
た
な
核
づ
く
り
に
よ
る

都
市
部
の
活
性
化
と
多
様
な
地

区
の
特
色
に
応
じ
た
拠
点
の
形

成
を
図
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
ス

マ
ー
ト
な
ま
ち
を
創
出
す
る
と

と
も
に
、
幹
線
道
路
等
が
も
た

ら
す
人
や
モ
ノ
の
流
れ
を
確
実

に
取
り
込
み
、
か
ず
さ
地
域
は

も
と
よ
り
南
房
総
の
玄
関
口
と

し
て
、
周
辺
自
治
体
と
の
広
連

携
を
含
ん
だ
活
力
あ
る
ま
ち
の

創
出
を
目
指
す
。

　
地
区
ご
と
の
方
向
で
は
、
君

津
地
区
（
小
糸
川
下
流
域
）
に

お
い
て
▽
臨
海
部
の
既
存
工
業

地
に
お
け
る
さ
ら
な
る
生
産
性

向
上
の
支
援
▽
君
津
駅
周
辺
の

商
業
・
医
療
・
福
祉
等
の
集
積

に
よ
る
都
市
機
能
の
充
実
▽
若

い
世
代
も
住
み
た
く
な
る
住
環

境
の
整
備
▽
低
未
利
用
地
の
利

活
用
に
よ
る
定
住
の
受
け
皿
の

確
保
▽
内
み
の
わ
運
動
公
園
の

新
た
な
魅
力
づ
く
り
▽
君
津
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
新
た

な
産
業
の
受
け
皿
づ
く
り
▽
君

津
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
チ
ェ

ン
ジ
周
辺
の
新
た
な
交
流
の
創

出
▽
郡
ダ
ム
周
辺
の
水
上
ス
キ

ー
を
通
じ
た
交
流
の
促
進
。

　
小
糸
・
清
和
地
区
（
小
糸
川

中
上
流
域
）
に
お
い
て
は
▽
小

糸
小
学
校
周
辺
の
拠
点
機
能
の

充
実
▽
旧
秋
元
小
学
校
を
活
用

し
た
、
暮
ら
し
支
え
る
新
た
な

地
域
拠
点
の
形
成
▽
か
ず
さ
ア

カ
デ
ミ
パ
ー
ク
を
生
か
し
た
企

業
間
連
携
の
推
進
▽
民
間
活
力

と
連
携
し
た
法
木
山
周
辺
の
利

活
用
の
促
進
▽
鹿
野
山
お
よ
び

清
和
県
民
の
森
周
辺
の
観
光
地

と
し
て
の
魅
力
向
上

―
を
目

指
す
。

　
さ
ら
に
小
櫃
・
上
総
地
区（
小

櫃
川
中
上
流
域
）
で
は
▽
木
更

津
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
▽
小
櫃
駅

周
辺
の
拠
点
機
能
の
充
実
▽
Ｊ

Ｒ
久
留
里
線
と
国
道
４
１
０
号

バ
イ
パ
ス
の
整
備
を
生
か
し
た

拠
点
機
能
の
充
実
▽
久
留
里
の

歴
史
・
文
化
・
自
然
・
名
水
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
▽
官
民
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
新

た
な
森
づ
く
り
▽
亀
山
湖
、
笹

川
湖
周
辺
の
観
光
地
と
し
て
の

魅
力
向
上

―
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
。

君
津
市
■
基
本
構
想
の
素
案
策
定

５
分
野
で
ビ
ジ
ョ
ン
実
現

28
日
ま
で
意
見
募
集

第94回全国安全週間
安全管理と安全職場

別刷り

きょうの
紙 面

公
共

印旛衛生組合／汚泥再
Ｃ改修構想は環境技研公

共

館山市／那古市営住宅
大改修の設計は美建に 公

共

災害時管理方法を定め
るべき踏切道を初指定 民

間

柏市中高層／柏洋が
3481㎡練習場を開発 公

告

船橋市営二和東第二団
地外壁・屋上防水改修特

集 2 2 2 2 8


